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Rotary

ご挨拶

豊田西ロータリークラブ

会長  杉浦 栄二

豊田西ロータリークラブ旗 第43回新人戦大会が盛大に開催されることを心よりお慶び申

し上げます。また、開催に当たりご尽力いただきました関係者の皆様、日頃より子供たちを暖

かくご指導いただいております監督・コーチの皆様、常にチームや選手をバックアップされて

おります保護者の皆様方に心から敬意を称します。

さて、今年はオリンピックイヤーであり多くのアスリー トが日本を代表して世界を相手に

競い合いました。選手はこのオリンピックに出場するために、そしてメダルを獲得するために

想像を絶する努力をし競技に望んでいたのだと思います。だからこそ TVで観戦している多く

の人々に感動をもたらし勇気や希望を与えることができたのではないでしょうか。

それは少年野球でも同様です。子供たちの日々の努力や諦めないプレーが、応援している

方々に感動を与え、ともに一喜一憂し、ともに成長していく事に繋がっていくのだと思いま

す。

今年の甲子園では、「努力したとしても報われるとは限らない。しかし、努力しなければ報

われることはない。」と感動的な選手宣誓が行われました。

本大会では、選手の皆さんが日頃の練習の成果を存分に発揮され、努力が報われて更に野球

が大好きになることを願つています。

そして、今後も私たち豊田西ロータリークラブの活動が次世代を担う子供たちの未来の一助

になれば幸いであります。

結びに、本大会の成功と参力日いただいたチーム、豊田市軟式野球連盟のますますのご発展、

皆様方のご健勝とご多幸をご祈念いたしまして挨拶とさせて頂きます。



ご 挨 拶

豊田軟式少年野球クラブ

会長 安藤 五男

今年も豊田西ロータリークラブ会員皆様方のご理解とご支援、ご協力を賜りまして

大会を開催出来ますことに心より感謝を申し上げます。

昨今、当クラブヘの登録者は増加の傾向ではありますが、今年の参加チームは、『 18』 と

非常に厳しい数字であります。

野球人口の減少は毎年囁かれており工夫を重ねて活動はしておりますが伸び悩んでは

いますが、子どもたちの野球に対する夢や憧れは持つてくれてると確信致します。

これからも低学年の選手が試合を経験出来る環境づくりに各団体様のご指導を賜りながら

進めていきたいと思います。

厳しい暑さの中での大会開催となります。運営側も暑さ対策をしつかり執りながら

行つていきますが、ご家庭におかれましても健康チエック行つて頂きますようお願い

いたします。

大会は安全を最優先して、元気浴れるプレーを見守りたいと思います。

また審判を務めていただきます西三河野球審判協会審判員の方々には暑い中では

ありますが健康にも留意されご対応よろしくお願いいたします。

結びに、この大会にご尽力戴いています全ての皆様方の更なるご健勝・ご活躍

ご多幸を心よりご祈念申し上げまして挨拶とさせて戴きます。



令和6年度 豊田軟式少年野球クラブ

豊田西ロータリークラブ旗 第43回新人戦大会 要項

1。 主 催   豊田軟式少年野球クラブ

2。 共 催   豊田西ロータリークラブ

2。 後 援   豊田市教育委員会 。(公財)豊田市スポーツ協会・豊田市軟式野球連盟

3.協 賛   マルエス株式会社 ・ 株式会社共同写真企画

4.会 期   令和6年 9月 1日 (日 )～ 9月 29日 (日 )

5。 会 場   豊田市運動公園ソフトボール場 0柳り|1瀬公園児童野球場 ・ 新生公園 ・ 足助グラウンド 他

6.目 的   豊田市の小学生を主体のクラブチームで少年野球を通じて技術の向上、少年相互の親睦と友情

を深め鍛錬し、規律、協調性を養い、地域社会生活の連携と発展につなげる。

7.参加資格  令和6年度豊田軟式少年野球クラブに登録している学童で構成されたチームで5年生～3年生とする。

(上記登録を行い、豊田支部及び愛知県連に選手登録票を提出したチーム)

*9人に満たない場合は救済措置として2年生以下及び6年生女子を構成出来る。

*2年生以下及び6年生女子を構成した場合、県大会への出場権は無しとする。

*ただし2年生以下及び6年生女子を構成した場合でも、3位以上の表彰は有りとする。

8。 競技の規定及び試合方法

(1)規則  20024公認野球規則に準ずる。(ホームベース拡大、6イニング制 )

ただし 1・ 2・ 3回戦は70球投球制限は適用しない。

(2)規律  少年野球にふさわしいマナーを守る事。

(3)試合球 公認球」号(マルエス)ボールとし、主催者で用意する。

(4)ベンチ ①抽選番号の若番を1塁側とする。

②ベンチには5名 (監督・コーチ2名・スコアラー
0代表)が入ることができる。

また、監督・コーチは同一のユニホーム、他は同一の帽子を着用する。

(5)審判  ①西三河審判協会で行う。
②審判の判定には無条件に従う事を原則とする。

③審判の判定に対ヒ′ての抗議は監督及び当該プレーヤーのみとする。

(6)時間 ①試合開始60分前に集合する事を原則とする。
②試合時間は1時間30分を越えて新しいイニングに入らない。尚、6イ

ニング制として

3回 10点、5回 7点差以上はコールドゲームとする。(決勝戦は除く)

③ 日没・降雨等の場合 4回終了時点で成立する。

④前の試合が早く終了した場合は次の試合を早めて開始する。開会式後の試合も同様とする。

(7)タイブレーク

同点の場合はタイブレークを行う。タイブレークは無死1・ 2塁の状態にして継続打順にて1イ
ニング行い、

得点の多いチームを勝ちとする。勝敗が決しない場合は、更に継続打順でこれを繰り返す。

最大2回までとし、それでも決しない場合は、抽選とする。(決勝戦は除く)

(8)選手  ①投手の投球制限は1日 6イニングとする。(1・ 2・ 3回戦のみ)
②捕手はマスク0レガース0ヘルメット

0フアールカップを着用する。

③コーチヤーズボツクスに立つ者はヘルメットを着用する。

9.表彰   優勝:優勝旗・賞状・盾・金メダル /準優勝:賞状・盾・銀メダル /3位 :賞状・盾・銅メダル

lo。 その他  ①試合中の応援は個人を攻撃せず、良いプレーは褒め称え、常に少年の人格を尊重して
少年達の誇りを失わないようにする。

②試合終了後、両チームでグランド整備をする。

③グランド内外を問わず万一負傷などの事故があつた場合、主催者はその責任を負わな
い。

④本大会出場チームはスポーツ傷害保険に力日入する。

⑤雨天時のゲームの有無については午前7:00迄に決定する。

雨天中止の時のみチーム代表者もしくは大会連絡者に連絡をする。

⑥敷地内喫煙を禁止する。喫煙所設置場所のみ可。



豊田西ロータリークラブ旗新人戦大会 兼 第43回愛知県学童新人軟式野球大会予選

A:柳川瀬児童野球場

B:新生公園A・ B面

C:豊田市運動公園 ソフトボール場

D:   ↑    多目的広場 A
E:   ↑    多目的広場 B
F:   ↑    多目的広場 C
2.グランド整備              |
第1試合のチームは8時～グランドを整備して下さい |

|

3。
ベンチ入り              1
監督(30)、 コーチ(28029)、 代表者、スコアラー(1名) i

※ベンチ入り指導者 (28,29)は 、ブルペンおよび |

イニング間の投球練習を可とする(マスク着用)|

4.試合時間              |
第1試合 9:00第2試合 10:50第3試合 16:00以降 |

注)試合間のインターバルを20分とします  |
5。 集合時間              |
試合開始定刻 1時間前         |
(試合進行度により開始予定時刻を変更する場合あり)i

6。 メンバー表交拠

試合開始30分前

グランド到着報告時に交換時間を指示する  !
7.雨天時の試合可否決定        :
*午前の試合 :午前7時に決定     i
午後の試合 :午前H時に決定     |
*大会連絡者が、担当常任理事に確認下さい

|

*予備日:土曜日           |
8。 審判  全試合 西三河審判協会にて対応  |
準・決勝戦は3人制、 他は2人制とする  :
9。 日程変更

学校行事は認めるがそれ以外はクラプ大会を優先する:

10。 その他           |
|  クラブHPに掲載した「クラブ大会運営上の i
＼＼̂__皇食.壼聖塗 壺レ至 _ヽ霊、___//

豊田軟式少年野球クラブ
″
*試合の問い合わせ

No.1～No.9 担当常任理事   浅野
TEL:090-7697-1336

No.10～ No。 18担当常任理事   峰
TEL:090-4449-4374

*運営担当統括常任理事  峰
TEL:090-4449-4374

*運営担当審判  西三河審判協会 吉田

青木グレート

衣丘・サンダース合同

松平ニューボーイズ

高橋ファイターズ

平山フレンダーズ

藤岡・スピリッツ合同

水源パイレーツ

保見ケ丘少年野球

市木フェニックス

ドリームボーイズ

豊田レッドスターズ

美里チャレンジBC

逢妻ファイターズ

舜:化鮮ヨJBC

豊田サンボーイズ

上郷ノーテイボーイズ



2024～ 2025年度       会員名簿
豊田西ロータリークラブ

線アイルロッタアンド

セキュリティ

代表取締役

伊 藤  覚

AOI税理士法人
所 長

中 川 俊 治

岡崎市青木町

金山建設伸

代表取締役

金 山 明 史

豊田市松平町

アイシン高丘柳

常勤監査役

大 橋  健
豊田市高丘新町

桶兼住設榊

代表取締役社長

兼 子 勝 美

豊田市陣中町

幡ロスモ

常務取締役

八 木 伸 介

豊田市保見町

I万石トレーディン州脚
代表取締役

伊豫田 裕保

岡崎市真福寺町

衣ヶ原病院

理事長兼院長

加 藤 鈴 幸

豊田市広久手町

絆金剛製作所

取締役社長

近 藤 弘 行

豊田市和会町

コンドー産業伸

取締役

近 藤 厚 司

豊田市御作町

榊酒井設計事務所

代表取締役

酒 井 泰 明

豊田市平山町

榊シンテッタホズミ

取締役

馬 場  順
みよし市根浦町

伸陣内工業所

代表取締役社長

陣 内 洋 明

豊田市御幸町

鈴木事務所

代 表

鈴 木 元 和

名古屋市守山区

閣大一工業

代表取締役

澤 田 樹 男

知立市来迎寺町

浅井行政書士事務所

副所長

浅 井 英 之

豊田市足助町

伊藤建設伸

代表取締役

伊 藤 償 一

豊田市八草町

ウネベ建設伸

代表取締役社長

戸 軽  健
豊田市畝部西町

ォーエフタリエイト

代 表

水 野 徳 之

豊田市大平町

佛岡田工業

代表取締役

岡 田 耕 一

豊田市細谷町

榊加納造園

代表取締役社長

加 納 一 弘

豊田市畝部東町

榊神郷工作所

代表取締役社長

大 岡 信 仁

豊田市上郷町

加茂精工榊

代表取締役

今 瀬 玄 太

豊田市御作町

桜電設榊

代表取締役

深 津 澄 男

豊田市八幡町

株)タマガイインテリア

代表取締役社長

熊 谷 元 紀

豊田市本地町

グリーンピース

代表

植 松 大 幅

豊田市日南町

幅レツズ

代表取締役

久米田研志郎

豊田市保見町

御オカテツ

代表取締役

日 本 英 治

豊田市高岡町

幸和工業榊

取締役

井 戸 正 人

豊田市鴻巣町

閣昭栄アルミ建材

代表取締役

佐 伯 祐 一

豊田市東山町

閣松南園

代表取締役

松 永 郁 也

豊田市喜多町

第一電機測器榊

代表取締役社長

佐々木 勇人

豊田市田茂平町

大徳工業榊

代表取締役

大 田 昌 宏

豊田市司町

タニヤマ時計店

店 主

谷 山 芳 和

豊田市山之手

榊中央トラベル

代表取締役

林  茂 男
豊田市土橋町

伸テタナス

代表取締役社長

那須 健太郎

豊田市千石町

東洋工業絆

代表取締役社長

近 藤 直 哉

豊田市鴛鴨町

絆カワイ

代表取締役社長

河 合 克 彦

豊田市日之出町

旭洋電設閣

代表取締役

安 藤  淳
豊田市中町

絆麒麟

代表取締役社長

田 中 盾 行

豊田市小川町

榊鈴 健

相談役

梅 村 正 裕

豊田市中金町

榊スター不動産

代表取締役

近 藤 啓 貴

豊田市大林町

東亜塗装榊

会長

堀 川 浩 良

豊田市山之手

朧 千

代表取締役

古 井 弘 二

豊田市高上

榊大嶋建設

代表取締役

大 嶋 信 哉

豊田市泉町

佛おおたに商事

代表取締役

大 谷 忠 幸

豊田市員津町

オカタ産業榊

代表取締役会長

岡 田 善 光

豊田市永覚新町

伸猿投商事

取締役相談役

梅 村 昌 彦

豊田市伊保町

Sapeur

代表

手 島 陽 平

名古屋市千種区

サライ企画

代 表

皿 井  寛
豊田市河合町

椰 mart Life Consulting

代表取締役

長 坂 剛 充

豊田市永覚新町

司法書士

千賀事務所 代表

千 賀 文 男

知立市弘栄

ソニー生命保険榊

部 長

瀬 顔 和 彦

名古屋市東区

太啓建設榊

代表取締役社長

大 矢 伸 明

豊田市東梅坪町

儲)トップワン

代表取締役

市 川 晶 一

豊田市住吉町

とのも法律事務所

所 長

土 面 尋 志

豊田市神田町

伸豊川

代表取締役

佐 藤 栄 亮

豊田市長興寺

輌訃ヨタエンタプライス'

豊田営業本部

副本部長

竹 内 雅 俊

豊田市大成町

サンワ榊

代表取締役社長

伊 藤 信 裕

豊田市篠原町

社会保険労務士法人

Sl田コげJob Design

代表社員

横 山 要 範

豊田市御幸本町



側旧 伸

代表取締役社長

勅使河原 孝

豊田市前林町

伸日本タリーナー

代表取締役

柴 田 久 尚

豊田市松ヶ枝町

ノッタス電子榊

代表取締役会長

野 場  基
豊日市吉原町

のだみぞ脚

代表取締役社長

野 田 清 衛

豊田市桝塚西町

野村證券榊

豊田支店 支店長

青 木 宏 和

豊田市西町

2024-2025生F月誼

豊田西ロータリークラブ

豊日化学工業伸

代表取締役社長

杉 浦 栄 二

豊田市明和町

会員名簿

松山法律事務所

所 長

松 山 剛 久

豊田市元城町

榊八木製作所

代表取締役

八 木 待 次

豊田市広久手町

閣安装室内装備

代表取締役

安 江 修 二

豊田市広川町

NPO法人矢作川
森林塾 理事長

硲  伸 夫
豊田市水源町

肝 UNE
代表取締役

三 浦 直 樹

豊田市小坂本町

ミッドランド税理士法人

代表社員

河 合 秀 俊

豊田市三軒町

宮田電工岬

代表取締役

影 浦 健 一

豊田市栄町

絆ムツミ建設

代表取締役

川 澄 浩 一

豊田市山之手

佛名鉄トヨタホテル

取締役常務

青 山 俊 哉

豊田市喜多町

明豊自動車佛

専務取締役

杉 浦 直 人

豊田市前山町

老人保健施設

かすえの郷

統橋本部 部長

近 藤 正 行

豊田市和会町

間瀬建設備

代表取締役

間 瀬 順 一

豊田市東梅坪町

儒メンテッタ

代表取締役社長

神 谷 芳 之

豊田市若宮町

0八百正住宅機器
代表取締役

鈴 木 真 一

豊田市上郷町

伸マツタニ

代表取締役

松 谷 一 機

豊田市十塚町

働マツヤマ

代表取締役

松 山 赫 辰

豊田市栄生町

豊田信用金庫

常勤理事

森  敏 哉
豊田市元城町

トヨタ生活協同組合

専務理事

新 実  修
豊田市豊栄町

トヨタ自動車絆

総務部 部長
小 玉 寿 仁

豊田市トヨタ町

豊田酒造伸

会長

寺 田 壽 孝

豊田市喜多町

トヨタすまいるライフ伸

代表取締役社長

近 藤 浩 司

豊田市大林町

豊田石油伸

代表取締役会長

三 橋 恵 治

豊田市丸山町

トヨタ倉庫伸

代表取締役

鈴 木 勇 夫

豊田市堤町

トヨタT&S建設絆
代表取締役社長

加 藤 茂 裕

豊田市亀首町

名古屋東部陸運佛

代表取締役会長

小 幡 輝 雄

豊田市西新町

中根興産榊

代表取締役会長

中 根 腱 治

豊田市西町

榊西山不動産

代表取締役

西 山  潤
豊田市水源町

ミカフオー‖齢

代表取締役

窪 谷 羊 馬

豊田市汐見町

水嶋建設伸

代表取締役

水 嶋  淳
豊田市伊保町

矢作産業榊

代表取締役社長

黒 野  準
豊田市広久手町

閣ヤマテッタ

代表取締役

山 形 悦 男

豊田市大清水町

榊山信商店

代表取締役

山 中 浩 晃

豊田市上原町

服部精機榊

代表取締役

服 部 潤 一

豊田市豊栄町

原田写真館

代 表

原 田 立 朗

豊田市西町

伸深見溶接工業

代表取締役

深 見 優 輔

豊田市近岡町

洋行建設伸

専務取締役

辻 村 洋 行

豊田市豊栄町

菱栄工機佛

常務取締役

熊 崎 敏 毅

豊田市衣ヶ原

和合精機佛

代表取締役会長

佐 藤 仁 功

豊田市保見町

絆豊栄

代表取締役

岩 崎 洋 平

豊田市上原町

豊生フ'レーキエ業榊

常動監査役

高 本 雅 務

豊田市和会町
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マルエス株式会社


